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長崎県野母崎町樺島の通学合宿と学級通信「赤ひげ」

本 村 信 幸

Tugaku-gasshuku (Going to School from the Camping Facilities)in
 

Kabashima,Nomosaki-cho and Classroom Newsletter“Akahige”

Motomura Nobuyuki

要旨 子どもだけの作戦会議で決めた「失敗に学ぼう」「一人一人が責任を」というめあてを掲げ１週間の通学

合宿に挑戦した子ども達は、もらい風呂で地域の方々から温かく迎えられ日々成長していった。その失敗は、

後日の修学旅行でも活かされました。学級通信「赤ひげ」は、子どもの１週間の心のスケッチであり小学校が

保護者へ発信する大変貴重な生活体験ニュースです。

１.長崎県野母崎町樺島地区の通学合宿の概要

樺島地区は、人口約800人、世帯数約350、うち一人

暮らし老人世帯78、高齢化率36％であり、樺島小学校

は児童数48人、学級数５、三方を海に囲まれた漁業の

町が通学合宿の舞台です。（平成14年10月現在）

第１回の通学合宿事業は、平成11年の秋に樺島小学

校で始まり、２回目からは公民館で実施しました。４

回目の今年は、平成14年９月８日から14日までの６泊

７日で、５～６年生17名を対象に、同公民館を宿泊場

所として行なわれました。前もって子どもだけの作戦

会議で日程や役割を決めさせ、「失敗に学ぼう」「一人

一人が責任を」というテーマを掲げて1週間の共同生活

が始まりました。生活支援ボランティアとして、地元

長崎の学生スタッフに加えて、今年は熊本大学教育学

部の学生も参加しました。生活は、ご飯を炊く時水を

忘れたり、洗濯物の中に懐中電灯を入れたまま洗濯し

たり、ささいなことでケンカになったり、恒例の枕投

げに興じているうちに自分たちで決めた計画時間が大

幅に遅れて、当然寝不足になり、学校では居眠りしそ

うになったり、失敗の連続でした。

しかし、何といってもこの取り組みのメインイベン

トは、公民館にお風呂がないので近所の高齢者宅へ「も

らい風呂」に行く事です。受け入れていただいた高齢

者からは「久しぶりににぎやかな一時でした。短い間

でしたけど待ち遠しかったです。また、来年も待って

います。」「一人ですので、久しぶりに孫が来たようで

楽しかったです。」との温かい声が寄せられました。そ

して、それに応えるように、５日目の夜、子どもたち

は「何かお礼がしたい」と、眠い目をこすりながら、

手づくりのプレゼントをみんなで作りました。翌朝登

校前に、それぞれが元気よく「ありがとうございまし

た。」と玄関先で渡すシーンには、私自身、感動で胸が

熱くなりました。

この通学合宿事業を通して、もらい風呂が心温まる

ふれあいを生み、地域で子どもを育てる具体的な形が

できたことは何ものにも代えがたい喜びです。地域で

の子どもの望ましい育ちのためには、まず大人同士の

人間関係･信頼関係が必要かつ不可欠であることをあ
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らためて気付かされました。公民館が種まきをして、

これを住民が育て、喜んで迎えてもらえる地域はすば

らしいと思います。これからも、ずっと続けていきた

いです。

最後に、この通学合宿を体験した子どもたちのその

後について報告します。10月の末、町内四つの小学校

が合同で福岡市へ１泊２日の修学旅行に行った折のエ

ピソードが樺島小学校だよりに掲載されていたので紹

介します。

ホテルでの夕食の時です。『食事の後は、ホテルの

人が片付けをしやすいように食器はまとめておきま

しょう。』という担当の教師（他校）の言葉に、この6

年生は見事に反応。全員で、食器別、残菜別、そして、

お手ふきまで素早くきれいにまとめてしまったのです。

ホテルの仲居さん曰く『こんな子どもたちは初めてで

す。私たちより上手。学校で指導しているんですか 』

『いいえ、地域でやっているんです。』と、誇る気持ち

を無理して抑えながら答えました。公民館での体験が

経験として示された一場面でした。」

子どもたちはできるんです。大切なのは、大人が信

頼して任せることではないでしょうか。

２.学級通信「赤ひげ」について

樺島小学校の５年生は、学校や家庭での様子を日記

に書きます。それは即ち子どもたちの心の動きそのも

のです。担任は、この日記に写ったものをしっかり受

けとめ、学級通信『赤ひげ』に編集、翌日保護者に届

けられます。通学合宿という子どもにとって初めての

事件は、担任にとって学校では観察できない興味深い

もののようで、このニュースはいきいきと綴られてい

るのはとても面白い。合宿期間中は子どもが家に帰ら

ないので、担任が毎日「赤ひげ」を自宅へ配達してい

ます。この学級通信には、「学校」の視点からの通学合

宿事業の評価や意味付けなども織り込まれていて、と

てもありがたいものです。

今回の通学合宿に関する「赤ひげ」は第42号から63

号まで22回発行され、保護者の手元に届けられました。

本実践レポートでは、そのうち通学合宿開始直前の42･

43号、トラブルが発生しやすい第４日目の54・55号、

そして終了後の62・63号を掲載します。学級通信の紙

面から、通学合宿の日程を追って子どもたちが当面し

た「失敗に学ぼう」というめあての展開とその生活体

験学習の視点からの意味付けをくみとっていただけれ

ば幸いです。資料として転載をお許しいただいた樺島

小学校の皆様に厚くお礼い申し上げます。

86 日本生活体験学習学会誌 第３号



長崎県野母崎町樺島の通学合宿と学級通信「赤ひげ」 87



 88 日本生活体験学習学会誌 第３号



89長崎県野母崎町樺島の通学合宿と学級通信「赤ひげ」



90 日本生活体験学習学会誌 第３号



91長崎県野母崎町樺島の通学合宿と学級通信「赤ひげ」



92 日本生活体験学習学会誌 第３号


